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有
機
溶
剤
と
は
、
他
の
物
質

を
溶
か
す
性
質
を
持
つ
有
機
化

合
物
の
総
称
で
あ
り
、
様
々
な

職
場
で
、
溶
剤
と
し
て
塗
装
、

洗
浄
、
印
刷
等
の
作
業
に
幅
広

く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有

機

溶

剤

は

常

温

で

は

液

体
で
す
が
、
一
般
に
揮
発
性
が 

                  
 

       

高
い
た
め
、
蒸
気
と
な
っ
て
作

業
者
の
呼
吸
を
通
じ
て
体
内
に

吸
収
さ
れ
や
す
く
、
ま
た
、
油

脂
に
溶
け
る
性
質
が
あ
る
た
め

皮
膚
か
ら
も
吸
収
さ
れ
ま
す
。 

シ
ー
ル
印
刷
で
は
、
他
の
印

刷
に
比
べ
有
機
溶
剤
の
使
用
は

少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す 

                 

 

が
、
イ
ン
キ
や
洗
浄
剤
に
は
含

ま
れ
て
い
る
た
め
、
印
刷
機
械

や
廃
ウ
エ
ス
等
か
ら
は
有
機
溶

剤
が
ガ
ス
や
ミ
ス
ト
と
な
り
職

場
に
拡
散
す
る
の
で
、
換
気
な

ど
の
適
正
な
管
理
を
怠
る
と
作

業
者
へ
の
健
康
障
害
を
起
こ
す

原
因
と
な
り
ま
す
。 

 

化

学

物

質

よ

っ

て

は

有

害

性
の
強
度
が
異
な
る
の
で
、
必

ず
Ｍ
Ｓ
Ｄ
Ｓ(

安
全
デ
ー
タ
シ

ー
ト)

で
法
規
制
や
有
害
性
の

情
報
を
把
握
し
、
適
性
な
管
理

に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

有

機

溶

剤

を

使

用

す

る

企

業
は
、
そ
の
量
の
多
少
に
関
わ

ら
ず
、
有
機
溶
剤
作
業
者
の
選

任
や
有
機
溶
剤
の
区
分
の
表
示

(

第
一
種
、
二
種
、
三
種
を
色
で

区
別)

、
注
意
事
項
の
掲
示
を
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

知

ら

な

か

っ

た

で

は

済

ま

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
是
非
こ
の

機
会
に
、
従
業
員
の
健
康
を
守

る
た
め
、
必
要
な
健
康
障
害
防

止
対
策
を
継
続
し
て
実
施
し
て

く
だ
さ
い
。 

有

機

溶

剤

中

毒

予

防

規

則

（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第 

三
六
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項

に
お
い
て
、
事
業
者
は
、
屋
内

作
業
場
等
に
お
い
て
有
機
溶
剤

業
務
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る

と
き
は
、
①
有
機
溶
剤
が
人
体

に
及
ぼ
す
影
響
、
②
取
扱
上
の

注
意
事
項
、
③
中
毒
が
発
生
し

た
と
き
の
応
急
処
置
な
ど
有
機

溶
剤
等
使
用
の
注
意
事
項
に
つ

い
て
、
労
働
者
が
見
や
す
い
場

所
に
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。 

そ

し

て

今

年

の

一

月

一

日

か
ら
は
、
有
機
溶
剤
に
よ
る
中

毒
が
発
生
し
た
と
き
の
応
急
処

置
に
関
し
て
、
掲
示
内
容
の
一

部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。 

そ

の

内

容

及

び

掲

示

方

法

は
、
同
条
第
二
項
に
基
づ
き
、

「
有
機
溶
剤
中
毒
予
防
規
則
の

規
定
に
よ
り
掲
示
す
べ
き
事
項

の
内
容
及
び
掲
示
方
法
を
定
め

る
等
の
件
」（
昭
和
四
十
七
年
労

働
省
告
示
第
一
二
三
号
）
に
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
、
日
本
救
急
医
療
財
団

及
び
日
本
蘇
生
協
議
会(

Ｊ
Ｒ

Ｃ)

で
構
成
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
作
成
合
同
委
員
会
が
作
製
し

た
「
Ｊ
Ｒ
Ｃ
（
日
本
蘇
生
協
議

会
）
蘇
生
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
二
〇

一
〇
」
等
の
最
新
の
知
見
を
踏

ま
え
、
当
該
告
示
に
つ
い
て
所

要
の
改
定
が
行
わ
れ
た
も
の
が

次
の
表
に
示
す
改
正
後
の
掲
示

の
例
で
す
。 
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業
界
に
お
け
る
胆
管
が
ん
の
発
生
問
題
以
降
、
有
機
溶

剤
に
対
す
る
規
制
が
厳
し
く
な
っ
た
が
、
今
年
の
一
月
一
日

よ
り
、
有
機
溶
剤
を
扱
う
す
べ
て
の
業
界
に
対
し
て
、
注
意

事
項
の
掲
示
の
内
容(

昭
和
四
十
七
年
労
働
省
告
示
第
一
二

三
号)

が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

有機溶剤を扱うすべての業者が対象  

注意事項の掲示内容が改正されました  

 

法律に基づいた表示をしている例 (弥生印刷紙工工場内 ) 

http://www.label-tokyo.com/
mailto:tlpa_1966@ka2.so-net.ne.jp


                    

 

         

   

                

東

京

都

中

小

企

業

振

興

公

社
で
は
、「
平
成
二
十
七
年
度
自

家
発
電
設
備
導
入
費
用
助
成
事

業
」
と
し
て
、
工
場
の
蛍
光
灯

や
水
銀
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
企

業
に
対
し
て
、
対
象
経
費
の
二

分
の
一
以
内(

限
度
額
・
一
千
万

円)

を
助
成
し
ま
す
。 

助
成
対
象
経
費
は
、
導
入
に

必
要
な
設
備
費
、
工
事
費
等
の

う
ち
、
公
社
が
必
要
か
つ
適
切

で
あ
る
と
認
め
た
必
要
最
小
限

の
経
費
で
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
の

助
成
対
象
設
備
は 

照
明
用
白
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
用

い
た
直
管
形
、
高
天
井
用
等
の

照
明
で
、
導
入
に
あ
た
り
工
事

を
伴
う
も
の
（
卓
上
ス
タ
ン
ド

そ
の
他
の
コ
ン
セ
ン
ト
設
備
を

使
用
す
る
器
具
の
ラ
ン
プ
で
は

な
い
も
の
）
。
高
効
率
化
を
図

る
た
め
に
導
入
す
る
も
の
で
、

以
下
の
要
件
満
た
す
こ
と
。 

 

ア
・
定
格
寿
命
が
４
０
，
０

０
０
時
間
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

イ
・
固
有
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

効
率
が
６
０
ｌ
ｍ
／
Ｗ
以
上
で

あ
る
こ
と
。 

ウ
・
直
管
形
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ

（
Ｇ
１
３
口
金
）
に
つ
い
て
は
、

ラ
ン
プ
重
量
５
０
０
ｇ
未
満
の

も
の
で
あ
る
こ
と
。 

エ
・
落
下
、
感
電
、
発
火
等

の
防
止
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。 

オ
・
消
防
法
又
は
建
築
基
準

法
で
設
置
を
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
も
の
（
非
常
灯
な
ど
）

で
は
な
い
こ
と
。 

 
カ
・
Ｍ
Ｉ
評
価
デ
ー
タ
（
Ｃ

Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｒ
１
５
）
に
つ
い
て
、

日
本
国
内
の
試
験
機
関
で
の
認

証
デ
ー
タ
を
提
出
で
き
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。 

本
事
業
は
、
既
設
の
照
明
器

具
の
蛍
光
管
等
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン

プ
に
交
換
す
る
こ
と
及
び
そ
れ

に
伴
う
工
事
費
用
を
助
成
す
る

も
の
で
す
。 

 

た
だ
し
、
長
期
間
使
用
し
た

既
設
の
照
明
器
具
の
ま
ま
Ｌ
Ｅ

Ｄ
ラ
ン
プ
に
交
換
し
た
時
な
ど

に
、
安
全
性
の
問
題
か
ら
照
明

器
具
の
交
換
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
、
本
事
業
に
お
い
て
は
、

そ
う
し
た
場
合
、
必
要
と
な
る

付
帯
設
備
等
の
費
用
も
助
成
対

象
と
し
て
い
ま
す
。 

Ｌ

Ｅ

Ｄ

ラ

ン

プ

以

外

に

も

①
デ
マ
ン
ド
監
視
装
置
②
進
相

コ
ン
デ
ン
サ
③
イ
ン
バ
ー
タ
④

自
家
発
電
設
備
⑤
蓄
電
池
等
が

対
象
と
な
り
ま
す
。 

助
成
金
の
申
請
を
受
け
付

け
た
後
に
、
公
社
指
定
の
節
電

推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
に

よ
る
現
地
診
断
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

申
請
期
限
は
四
月
六
日
よ
り

九
月
三
十
日
ま
で
で
す
。 

 

問
い
合
わ
せ
は
、
先
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。 

 

東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社 

 

企
画
管
理
部
設
備
リ
ー
ス
課 

☎
五
八
二
二
―
九
〇
三
一 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、 

h
ttp

s
://w

w
w

.to
k

y
o

-k
o

s
h

a
.

o
r.jp

/s
u

p
p

o
r
t/jo

s
e

i/s
e

ts
u

b
i

jo
s
e

i/jik
a

h
a

ts
u

.h
tm
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有
機
溶
剤
等
使
用
の
注
意
事
項 

一
有
機
溶
剤
の
人
体
に
及
ぼ
す

作
用 

主
な
症
状 

⑴ 

頭
痛 

⑵ 

け
ん
怠
感 

⑶ 

め
ま
い 

⑷ 

貧
血 

⑸ 

肝
臓
障
害 

二
有
機
溶
剤
等
の
取
扱
い
上
の

注
意
事
項 

⑴ 

有
機

溶

剤
を

入

れ
た

容

器
で

使
用
中
で
な
い
も
の
に
は
、
必
ず
、

ふ
た
を
す
る
こ
と 

⑵ 

当
日

の

作
業

に

直
接

必

要
の

あ
る
量
以
外
の
有
機
溶
剤
等
を
作

業
場
内
へ
持
ち
込
ま
な
い
こ
と 

⑶ 

で
き

る

だ
け

風

上
で

作

業
を

行
い
、
有
機
溶
剤
の
蒸
気
の
吸
入

を
さ
け
る
こ
と 

⑷ 

で
き

る

だ
け

有

機
溶

剤

等
を

皮
膚
に
ふ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と 

三
有
機
溶
剤
に
よ
る
中
毒
が
発

生
し
た
と
き
の
応
急
処
置 

⑴
中
毒
に
か
か
っ
た
者
を
直
ち
に

通
風
の
よ
い
場
所
に
移
し
、
速
や

か
に
衛
生
管
理
者
そ
の
他
の
衛
生

管
理
を
担
当
す
る
者
に
連
絡
す
る

こ
と 

⑵ 

中
毒

に

か
か

っ

た
者

を

横
向

き
に

寝
か
せ

、
で
き
る
だ
け
気
道

を
確
保
し
た
状
態
で
身
体
の
保
温

に
努
め
る
こ
と 

⑶ 

中
毒

に

か
か

っ

た
者

が

意
識

を
失
っ
て
い
る
場
合
は
、
消
防
機

関
へ
の
通
報
を
行
う
こ
と 

⑷ 

中
毒

に

か
か

っ

た
者

の

呼
吸

が
止
ま
っ
た
場
合
や
正
常
で
な
い

場
合
は
、
速
や
か
に
仰
向
き
に
し

て
心
肺
そ
生
を
お
こ
な
う
こ
と 

東京都中小企業振興公社  

工場照明の LED 化を支援します 

経費の二分の一以内(1 千万円) 

https://www.tokyo-kosha.or.jp/support/josei/setsubijosei/jikahatsu.html
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今
年
度
最
後
の
支
部
会
を
開
催 

協
賛
会
交
え
て
有
意
義
な
懇
談
を 

 

平

成

二

十

六

年

度

最

後

の

合
同
支
部
会
が
三
月
二
十
四
日

(

火) 

午
後
六
時
よ
り
、
秋
葉
原

の
『
越
後
酒
房
』
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

今
回
は
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
協

賛
会
の
リ
ン
テ
ッ
ク
、
三
條
機

械
製
作
所
、
久
保
井
イ
ン
キ
、

エ
ル
テ
ッ
ク
の
四
社
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
懇
談
形
式
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

初

め

に

栗

原

正

文

西

支

部

長
の
司
会
で
、
協
賛
会
の
方
々

が
紹
介
さ
れ
根
続
い
て
こ
ら
山

良
一
理
事
長
が
「
支
部
会
こ
そ

が
組
合
の
原
点
で
あ
り
、
支
部

会
の
活
性
化
な
く
し
て
組
合
の

存
在
意
義
は
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
日
は
協
賛
会
の
方
々

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、

大
い
に
意
見
交
換
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

今
回
は
タ
ッ
ク
紙
、
印
刷
機

メ
ー
カ
ー
、
イ
ン
キ
、
刃
型
と 

各
メ
ー
カ
ー
が
揃
っ
て
い
た
た

め
、
参
加
者
は
日
ご
ろ
困
っ
て

い
る
こ
と
や
、
疑
問
に
思
っ
て 

    

い
る
こ
と
に
つ
い
て
質
問
を
ぶ

つ
け
る
な
ど
、
中
身
の
濃
い
支

部
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
協
賛
会
を
交

え
た
支
部
会
な
ら
ば
直
接
質
問

も
で
き
る
の
で
い
い
と
い
う
意

見
や
、
協
賛
会
か
ら
も
組
合
員

の
声
が
直
に
聴
け
る
の
で 

こ

い
う
機
会
を
も
っ
と
増
や
し
て

ほ
し
い
と
い
う
意
見
も
多
か
っ

た
よ
う
で
す
。 

支

部

会

は

何

と

い

っ

て

も

組
合
活
動
の
原
点
で
あ
り
、
支

部
会
の
活
性
化
な
く
し
て
は
組

合
の
活
性
化
は
な
い
の
で
、
是

非
支
部
会
へ
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

 

             

ラ
ベ
ル
新
聞
社
で
は
、
九
月

二
十
七
日
㈰
か
ら
十
月
四
日
㈰

ま
で
の
日
程
で
「
ラ
ベ
ル
エ
キ

ス
ポ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
視
察
と
、

ベ
ル
ギ
ー
・
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
ベ

ル
印
刷
会
社
を
訪
問
す
る
『
ラ

ベ
ル
エ
キ
ス
ポ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視

察
ツ
ア
ー
』
を
企
画
し
、
現
在

参
加
者
を
募
集
中
。 

ラ
ベ
ル
エ
キ
ス
ポ
は
、
三
十

四
年
の
歴
史
を
持
つ
世
界
最
大

の
ラ
ベ
ル
専
門
展
で
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
と
米
国
で
交
互
に
開
催
し

て
い
る
が
、
最
近
で
は
上
海
で

も
開
催
さ
れ
て
い
る
。 

今

回

は

ベ

ル

ギ

ー

の

ブ

リ

ュ
ッ
セ
ル
を
舞
台
に
四
日
間
開

催
さ
れ
る
が
、
日
本
か
ら
も
ミ

ヤ
コ
シ
、
志
機
、
ロ
ー
ラ
ン
ド

Ｄ
Ｇ
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
、
コ
ニ
カ
ミ
ノ

ル
タ
、
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
な
ど
が

出
展
予
定
。 

ラ

ベ

ル

新

聞

社

に

よ

れ

ば

今
回
は
、
会
場
で
は
ワ
ー
ル
ド

ワ
イ
ド
か
ら
ロ
ー
カ
ル
ま
で
メ

ー
カ
ー
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
ブ

ー
ス
を
設
け
る
ほ
か
、
新
た
な

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
予
定

さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。 

現

地

企

業

の

視

察

で

２

カ

国
を
訪
れ
る
の
は
初
で
、
ツ
ア

ー
参
加
費
は
四
十
一
万
八
千
円

（
ツ
イ
ン
ル
ー
ム
使
用
時
・
サ

ー
チ
ャ
ー
ジ
別
途
）
、
定
員
は
５

０
人
（
最
少
催
行
３
０
人
）
。
問

い
合
わ
せ
は
（☎

０
３
・
３
８

６
６
・
６
５
７
７
）
ま
で
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
左
記
。 

h
ttp
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w

w
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b
e
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h

im
b

u
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Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
は
三
年
に
一
度
に 

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｓ
は
開
催
中
止 

 

印
刷
機
材
団
体
協
議
会
は
、

「
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
」
の
開
催
周
期
を

現
在
の
四
年
か
ら
三
年
に
し
、 

「
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｓ
」
の
開
催
を
中
止

す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。 

 
こ
れ
は
「
Ｄ
ｒ
ｕ
ｐ
ａ
」
が

来
年
か
ら
四
年
に
一
度
の
開
催

か
ら
三
年
に
変
更
し
た
た
め
の

対
応
と
し
て
い
る
。 

                     

 

          

 

協賛会交えた今年度最後の支部会  

 
ラベル新聞社が企画  

 

9 月のラベルエキスポ視察 

  現在参加者を募集中です! 

http://www.labelshimbun.com/news/569
http://www.labelshimbun.com/news/569
http://www.labelshimbun.com/news/569


■
Ｊ
Ｐ
二
〇
一
五
情
報
・
印
刷

産
業
展 

会
期
・
五
月
十
四
日
（
木
）
～

十
六
日
（
土
） 

会
場
・
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪 

主
催
・
Ｊ
Ｐ
産
業
展
協
会 

 ■
二
〇
一
五 

九
州
印
刷
情
報

産
業
展 

会
期
・
六
月
五
日
（
金
）
〜
六

日
（
土
） 

会
場
・
福
岡
国
際
セ
ン
タ
ー 

主
催
・
九
州
印
刷
材
料
協
同
組

合
、
福
岡
県
印
刷
工
業
組
合
、

福
岡
印
刷
工
業
協
同
組
合 

 

■
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
ジ
ャ

パ
ン
二
〇
一
五 

会
期
・
六
月
一
〇
日
（
水
）
〜

十
二
日
（
金
） 

会
場
・
幕
張
メ
ッ
セ 

主
催
・
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

ジ
ャ
パ
ン
実
行
委
員
会 

 

■
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ 

二

〇
一
五 

会
期
・
六
月
六
日
（
水
）
〜
十

二
日
（
金
） 

会
場
・
大
阪
南
港

A
T

C

ホ
ー
ル 

主
催
・
近
畿
屋
外
広
告
美
術
組

合
連
合
会 

 

■
第
二
十
二
回 

東
京
国
際
ブ

ッ
ク
フ
ェ
ア 

会
期
・
七
月
一
日
（
水
）
〜
四

日
（
土
） 

会
場
・
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト 

主
催
・
東
京
国
際
ブ
ッ
ク
フ
ェ

ア
実
行
委
員
会
／
リ
ー
ド
エ
グ

ジ
ビ
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
（
株
） 

 

■
第
十
九
回
［
国
際
］
電
子
出 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ 

会
期
・
七
月
一
日
（
水
）
〜
四

日
（
土
） 

     

会
場
・
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト 

主
催
・
東
京
国
際
ブ
ッ
ク
フ
ェ

ア
実
行
委
員
会
／
リ
ー
ド
エ
グ

ジ
ビ
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
（
株
） 

 

■
Ｓ
Ｏ
Ｐ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
と
う
ほ
く
二

〇
一
五 

会
期
・
七
月
三
日
（
金
）
〜
四

日
（
土
） 

会
場
・
仙
台
卸
商
セ
ン
タ
ー 

産

業
見
本
市
会
館
「
サ
ン
フ
ェ
ス

タ
」 

主
催
・
東
北
地
区
印
刷
協
議
会 

/ 

Ｓ
Ｏ
Ｐ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
と
う
ほ
く
二

〇
一
五
実
行
委
員
会 

 

■
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｓ 

二
〇
一
五
（
第

二
十
二
回
新
聞
製
作
技
術
展
） 

会
期
・
七
月
二
十
二
日
（
水
）

〜
二
十
四
日
（
金
） 

会
場
・
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト 

主
催
・
一
般
社
団
法
人
日
本
新

聞
協
会 

 

■

Ｐ

Ａ

Ｃ

Ｋ 

Ｐ

Ｒ

Ｉ

Ｎ

Ｔ 

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ａ

Ｌ 

二
〇
一
五 

会
期
・
八
月
二
十
六
日
（
水
） 

     

〜
二
十
九
日
（
土
） 

会
場
・
バ
ン
コ
ク
国
際
貿
易
展

示
場
（B

I
T

E
C

 / 

タ
イ
・
バ
ン

コ
ク
） 

主
催
・
メ
ッ
セ
・
デ
ュ
ッ
セ
ル

ド
ル
フ
・
ア
ジ
ア 

 

■
サ
イ
ン&

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
シ

ョ
ウ
二
〇
一
五 

会
期
・
八
月
二
十
七
日
（
木
）

〜
二
十
九
日
（
土
） 

会
場
・
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト 

主
催
・
屋
外
広
告
美
術
協
同
組

合 ■
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
二
〇
一
五 

会
期
・
九
月
十
一
日
（
金
）
〜

十
六
日
（
水
） 

会
場
・
東
京
国
際
展
示
場
（
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
） 

主
催
・
印
刷
機
材
団
体
協
議
会 

 

■

Ｊ

Ａ

Ｐ

Ａ

Ｎ 

Ｐ

Ａ

Ｃ

Ｋ 

二
〇
一
五 

会
期
・
十
月
十
三
日
（
火
）
～

十
六
日
（
金
） 

会
場
・
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト 

主
催
・
一
般
社
団
法
人 

日
本
包

装
機
械
工
業
会 

 

■
第
十
六
回
ラ
ベ
ル
関
連
ミ
ニ

機
材
展 

会
期
・
十
一
月
十
四
日(

土) 

会
場
・
東
商
セ
ン
タ
ー
展
示
場 

主
催
・
東
京
都
ラ
ベ
ル
印
刷
協

同
組
合 

 

■
ｓ
ｗ
ｏ
ｐ 

Ｓ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｈ

ａ

ｉ 

Ｗ

ｏ

ｒ

ｌ

ｄ 

ｏ

ｆ 

Ｐ
ａ
ｃ
ｋ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｇ 

会
期
・
十
一
月
十
七
日
（
火
）

～
二
〇
日
（
金
） 

会
場
・
上
海
新
国
際
博
覧
中
心

（
Ｓ
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
） 

主
催
・
メ
ッ
セ
・
デ
ュ
ッ
セ
ル

ド
ル
フ
・
上
海/

中
国
食
品
薬
品

国

際

交

流

中

心

/A
d

s
a

le
 

E
x

h
ib

itio
n

 S
e

r
v

ic
e

s

社 

  

   

         

                     

 

二
〇
一
五
年
・
主
な
印
刷
関
連
展
示
会 



■
痛
み
と
は 

 

普
段
私
た
ち
が
感
じ
る
「
痛

み
」
に
は
、
切
り
傷
や
打
撲
に

よ
る
痛
み
、
す
ぐ
に
治
る
痛
み

や
長
く
続
く
痛
み
、
刺
す
よ
う

な
痛
み
や
だ
る
い
痛
み
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
「
痛
み
」

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
痛
み
を

感
じ
る
部
分
も
、
腰
、
首
、
頭
、 

                  

足
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
で
す
。 

「
痛
み
」
は
と
て
も
不
快
な
感

覚
で
す
が
、「
痛
み
」
と
は
そ
も

そ
も
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。
自

分
の
「
痛
み
」
を
知
っ
て
、「
痛

み
」
と
う
ま
く
つ
き
あ
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 

■
痛
み
の
役
割 

私
た
ち
は
「
痛
み
」
を
感
じ

る
こ
と
で
、
身
体
に
何
ら
か
の

異
常
や
異
変
が
生
じ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
す
。
も
し
、「
痛

い
」
と
い
う
感
覚
が
な
か
っ
た

ら
、
危
険
を
察
知
し
た
り
、
回

避
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ケ
ガ

や
病
気
を
繰
り
返
し
た
り
、
命

の
危
険
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
「
痛
み
」
は
、
体
温
、

呼
吸
、
脈
拍
（
心
拍
）
、
血
圧
と

並
ん
で
、
私
た
ち
が
生
き
て
い

る
こ
と
を
示
す
“
サ
イ
ン
（
バ

イ
タ
ル
サ
イ
ン
）
”
と
も
い
わ
れ
、

私
た
ち
の
身
体
や
命
を
守
る
、

生
命
活
動
に
欠
か
せ
な
い
役
割

を
持
ち
ま
す
。 

 

し
か
し
、
な
か
に
は
「
生
命

活
動
に
必
要
で
は
な
い
痛
み
」

も
あ
り
ま
す
。
必
要
以
上
に
長

く
続
く
痛
み
や
、
原
因
が
わ
か

ら
な
い
痛
み
は
、
大
き
な
ス
ト

レ
ス
に
な
り
、
不
眠
や
う
つ
病

な
ど
、
ほ
か
の
病
気
を
引
き
起

こ
す
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。 

 ■
神
経
障
害
性
疼
痛
と
は 

「
痛
み
」
に
は
、
そ
の
原
因
が

は
っ
き
り
わ
か
る
も
の
と
、
わ

か
り
づ
ら
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

傷
は
治
っ
た
の
に
痛
み
だ
け
が

残
る
、
病
気
を
き
っ
か
け
に
痛

み
が
長
く
続
い
て
い
る
な
ど
の

場
合
は
、
何
ら
か
の
原
因
で
神

経
が
障
害
さ
れ
て
痛
み
が
生
じ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す 

こ
の
よ
う
な
痛
み
を
「
神
経

障
害
性
疼
痛
」
と
い
い
ま
す
。

神
経
障
害
性
疼
痛
は
、
市
販
の

鎮
痛
薬
で
は
ほ
と
ん
ど
効
果
が

得
ら
れ
な
い
痛
み
で
す
。 

 

痛
み
の
種
類
を
見
分
け
る
こ

と
は
大
変
難
し
い
こ
と
で
す
が
、

神
経
障
害
性
疼
痛
に
は
い
く
つ

か
の
特
徴
的
な
症
状
を
訴
え
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
医
療
機
関
を
受
診
す

る
際
は
、
あ
な
た
の
痛
み
の
症

状
を
医
師
に
伝
え
る
こ
と
が
大

変
重
要
で
す
。 

 ■
神
経
障
害
性
疼
痛
の
症
状 

次
の
よ
う
な
痛
み
は
、
「
神

経
障
害
性
疼
痛
」
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。 

①

痛

み

が

長

期

間

続

い

て

い
る 

②
し
び
れ
感
を
伴
う
痛
み
を
感

じ
る ③

発

作

の

よ

う

に

強

い

痛

み
が
、
短
い
間
隔
で
襲
っ
て
く

る 

④

普

段

は

何

で

も

な

い

程

度
の
刺
激
に
対
し
て
、
強
い
痛

み
を
感
じ
る 

⑤
少
し
の
痛
み
が
、
と
て
も

ひ
ど
い
痛
み
に
感
じ
る 

⑥

針

で

刺

し

た

よ

う

な

鋭

い
痛
み
を
感
じ
る 

⑦

電

気

が

走

る

よ

う

な

痛

み
を
感
じ
る 

⑧
感
覚
が
鈍
く
な
る
、
な
く

な
る 

 ■
神
経
障
害
性
疼
痛
の
原
因 

「
神
経
障
害
性
疼
痛
」
の
原
因

に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。 

①

帯

状

疱

疹

ヘ

ル

ペ

ス

や

H
I
V

な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
に
よ
っ
て
、
神
経
が
障
害
さ

れ
た ②

糖

尿

病

な

ど

の

代

謝

障

害
に
よ
っ
て
、
神
経
が
障
害
さ

れ
た
脊
柱
管
狭
窄
や
ヘ
ル
ニ
ア

に
よ
っ
て
神
経
が
圧
迫
／
障
害

さ
れ
た 

③

抗

が

ん

剤

の

副

作

用

に

よ
っ
て
、
神
経
が
障
害
さ
れ
た 

④

事

故

や

ケ

ガ

な

ど

で

神

経
が
切
断
／
障
害
さ
れ
た 

⑤

が

ん

の

腫

瘍

に

よ

っ

て

神
経
が
圧
迫
さ
れ
た 

⑥

が

ん

の

腫

瘍

が

神

経

に

広
が
っ
た
、
な
ど
。 

引
用
資
料 

 

h
ttp
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No129 健康がいちばん !   

『神経障害性疼痛』とは何か? 

痛みが長期間続く人は要注意 

http://toutsu.jp/knowledge/
http://toutsu.jp/knowledge/
http://toutsu.jp/knowledge/


  
 

   

株
式
会
社
三
條
機
械
製
作
所

（

千

代

田

区

神

田

須

田

町

2
-1

1

）
で
は
自
社
の
凸
版
間
欠

機
に
イ
ン
ラ
イ
ン
で
搭
載
可
能

な
「
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
装
置
」

を
発
売
し
て
い
ま
す
。 

 
 

                      

    

本
装
置
を
搭
載
す
る
こ
と
で
、 

間
欠
機
で
は
難
し
か
っ
た
ナ
ン 

 

バ
リ
ン
グ
が
可
能
に
な
り
ま
す
。 

さ
ら
に
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
だ
け
で

な
く
「
バ
ー
コ
ー
ド
」「Q

R

コ

ー
ド
」
「
文
字
」
「
画
像
フ
ァ
イ 

                       

   

ル
」
ま
で
可
変
出
力
が
可
能
で 
 

ナ

ン

バ

リ

ン

グ

だ

け

で

な

く

「
バ
ー
コ
ー
ド
」「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」

「
文
字
」「
画
像
フ
ァ
イ
メ
リ
ッ

ト
が
生
ま
れ
ま
す
。 

本

装

置

の

導

入

に

よ

り

次

の
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
ま
す
。 

①
凸
版+

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト

の
複
合
印
刷 

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
装
置
が
あ
れ

ば
凸
版
で
の
印
刷
と
可
変
情
報

を
組
み
合
わ
せ
て
ラ
ベ
ル
を
印

刷
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特

に
「
凸
版
印
刷 

+
 

可
変
情
報 

+
 

ラ
ミ
ネ
ー
ト 

+
 

ハ
ー
フ
カ

ッ
ト
」
と
い
っ
た
複
雑
な
製
品

で
も
一
工
程
で
終
わ
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
従
来
で
は
三

工
程
必
要
だ
っ
た
製
品
を
一
工

程
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き 

 

 

   

る
為
、
工
賃
を
大
幅
に
下
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

②
墨
一
色
製
品
を
版
レ
ス
化 

写

真

の

サ

ン

プ

ル

の

よ

う

な
墨
一
色
の
製
品
な
ら
ば
、
版

を
作
ら
ず
に
生
産
で
き
ま
す
。

工
業
製
品
な
ど
に
多
い
「
抜
き

型
は
一
種
類
で
印
刷
文
字
が
多

品
種
」
な
銘
鈑
ラ
ベ
ル
は
煩
わ

し
い
版
交
換
の
時
間
を
全
て
カ

ッ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
、
な
お

か
つ
機
械
を
止
め
な
く
て
済
む

た
め
品
質
も
安
定
し
ま
す
。 

 

昨
年
の
発
売
以
降
、
順
調
に

実
績
を
積
み
上
げ
て
お
り
、
お

客
様
か
ら
は
新
し
い
仕
事
を
受

注
で
き
た
と
の
声
も
聞
か
れ
ま

す
。
従
来
の
間
欠
機
に
プ
ラ
ス

す
る
こ
と
で
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

を
生
み
出
す
き
っ
か
け
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

主
な
仕
様 

色
数
：
一
色 

印
字
面
積
： 

M
A

X
1

0
8
×

1
1

5

㎜ 

解
像
度
：6

0
0
×

6
0

0
d

p
i  

 
印
字
速
度
：A

X
1

5
0

im
p

/m
in

 

使
用
イ
ン
ク
：
専
用
Ｕ
Ｖ
イ
ン

ク 

印
字
濃
度
：
五
段
階
調
整
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第
一
四
二
回 

「
三
條
機
械
製
作
所
」 

 
 

な 

る 

ほ 

ど
・ 

ざ 

・ 

新 

製 

品 

 

 「インクジェット装置」が好評 

間欠機で難しかったナンバリング可能に  


